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新年杉並区の賀詞交歓会の区長挨拶で、杉並区内で行われた防災
訓練の中には、子供たちから年配の方まで参加をする素晴らしい
地域があるとの紹介がありました。これは、昨年11月6日当自治会の
防災訓練を区長が視察され、当自治会の活動を高く評価された結果
であり、大変嬉しく思っております。
文化勲章を受章された別府輝彦先生へ、名誉区民賞が贈られました。
別府先生の講話で、①発酵に使われる菌、②コロナに代表されるウ
イルス、③未知の菌があり、その量は地球全体の動物より多いとの
ことです。

(２)ご報告

スタンプラリー制覇賞

・高校アメフト全国大会で佼成学園が優勝しました。
・高千穂幼稚園、高井戸警察で自転車の指導を実施（写真）。
・成人３名、新小学一年生４名の方にお祝いを差し上げました。

(まだもらっていない該当の方は、副会長まで連絡願います）
・1/26 文化財防火デー、大規模放水訓練参加（写真）。

バイク隊、起震車等参加した大規模な訓練が行われた。

１月１５日(日）とんど焼が大宮八幡宮
で実施されました。当日は、天候にも恵
まれ幼稚園児含め多くの方が参加。子供も含め６４名の参加者があり、３グループに分か

れて拍子木と掛け声で、火の用心や戸締り等の防犯
呼びかけて地域を廻りました。拍子木、子供たちの
声で途中から参加の方もいました。

・1/20 消防関係団体新年会が清涼殿で開催されました。
火災での死亡事故が1000日を超えているとのこと。
火災には十分注意しましょう(写真)。

～年末防火・防犯パトロール～

前日が雨のため、"舞キリ”による火お
こしはかなり時間がかかり、火がついた
ときには全員が拍手喝采。

ハロウィーンから防災訓練と
続いたスタンプラリーにも多
くの子供たちが参加してくれ
ました。



ちょこっと料理

歳時記
一月

一月:如月、衣更着、気更来は共に「きさらぎ」と読む。そして草木張月(くさきはりつき):厳しい寒さ
から春にむけての息吹を感じる頃の意です。

季節の花

木瓜(ぼけ)バラ科ボケ属
中国原産。平安時代に渡来

花言葉

先駆者、妖精の輝き等

旬の柔らかい葱を美味しくいただきましょう！

①長ネギの豚肉巻き。ソーセージのネギ巻き。共に串にさしオリーブオイルを
薄くひいたフライパンで焼き目をつけてからトロ火で蒸し焼き。
タレはお好み。芥子醤油、焼肉タレ、大根おろしなどでどうぞ!
②ネギと鮪の取り合わせ。ネギ真鍋。
③干しエビとネギのかき揚げ。
④ネギとわかめの酢味噌和え。
⑤わかめご飯とネギ味噌汁。わかめ、味噌汁は非常食のローリング。
おまけで、甘酒におろし生姜、柚子を搾り身体を温めましょう♪

まだまだ寒さは続きますが木々の先に若芽が「もうすぐ春でーす」と顔を出し
ています。寒さの中で梅や木瓜がやさしく咲いています。
でもでも油断大敵ですね。体調管理を大切になさって下さいね。(山本)

防犯パトロール
2月20日(月)
集合：１８時
大宮八幡宮
南鳥居

2月5日は休日です
のでパトロールは
お休みです。

★2/19（日) 永福和泉地域区民センター
にて「mami‘sALOHA」展開催(10～15時)

【わが町のミニ豆知識】 大宮八幡宮について

杉並区技能表彰を受賞された
藤本万美さんが個展を開催
～時代着物のアロハシャツ～

文化財防火デーの放水訓練に参加してきました。そこで、今回は大宮
八幡宮のミニ知識です。大宮八幡宮は、今年で創建９６０年を迎えます。
源頼義により建立された武蔵野国の三大宮の一つで｢多摩の大宮｣と呼ばれ、
「東京のへそ」として有名ですね。「今、八幡宮の倉庫に保管されている旧
社殿は重要文化財級の価値があるとのことです。表参道は江戸城にむいてできています。
これは後になって徳川に配慮したそうです。」（杉並区郷土博物館運営委員会会⾧稲葉先生談）
ちなみに、いつも防犯パトロールの集合場所である南鳥居は鎌倉に向いているそうです。
歴史には諸説ありますが、大宮二丁目の 文化財を調べてみてください。

”宮元”って
大宮二丁目は、昔は大宮町で一・二丁目が一つでした。
その後、一・二丁目は分かれて神社は二丁目にあることから、唯一”宮元”を表示できるのは
大宮二丁目です。今名前が残っているのは、神輿、引き太鼓と都営住宅と隣接している宮元
公園です。祭礼は、大宮一・二丁目合同の宮元會で一緒に活動しております。
ホームページ作成をはじめ、昨年実施した神輿・太鼓山車の修繕、防災訓練など、近隣の皆
さんの指導いただきながら活動して参りました。
今後も連携し、安全・安心な町つくりに皆さんと一緒に取り組んでいきたいと思います。

郷土博物館分館に行こう


